
-男女共同参画-　平成26年度「女性のための政策参画セミナーin鹿島
市」を開催しました

男女共同参画センター 

 

連続セミナー「ワタシの思いが地域を変える～身近なことからはじめるために～」

 

　平成26年11月15日（土）と11月22日（土）に、鹿島市生涯学習センター（エイブル）を会場に、鹿島市と共催で

「女性のための政策参画セミナー」を開催しました。

　※主催：佐賀県立男女共同参画センター、鹿島市　　※協力：かしま男女共同参画プラン策定委員会

 

第1回　「ワタシの思いを伝えるトレーニング」

開催日時：平成26年11月15日（土）14時～16時

　第1回のセミナーの講師は、佐賀女子短期大学非常勤講師の池田宏子さん。男女共同参画社会とは、男性

も女性も共に同じテーブルで話し合い、企画し、作り上げる社会であり、自由な意見交換ができる社会である

と話されました。

　審議会等へ参加を求められたときには、女性代表としての「女性の意見」と思わず、「私」の意見つまり自分

にしか口にできない「思い」を表現することが大切と話されました。また、審議会等に参加するときには、「きち

んとした意見」や「できのよい発言」と気負わず、ちょっと勇気をだして何か発言して議事録に残るようにしまし

ょうと呼びかけられました。

　最後に、「思いを伝えるトレーニング」として、7つのテーマについて意見を述べる練習をしました。受講者の

みなさんは、それぞれのテーマについての「自分の思い」を発表されました。

 

〈　受講者の声　〉

　・ 男女共同参画のとらえ方がわかった。「女性が」ではなく「一緒に」と肩の力が抜ける考え方をすれば良い

ので気楽に考えられそうです。

　・私も人前で上手く話をすることが苦手ですので、それでもいいので自分の思いを伝えることが大事だなと改

めて感じました。

　・ 「女性の意見」にこだわらず、「私」の意見を出すということが少し安心感につながりました。

 

 

 

 

第2回　「みんなで語ろう！未来のまち～市長を囲んで、みんなでトーク～」

開催日時：平成26年11月22日（土）14時～16時 

 

　第2回のセミナーの講師・ファシリテーターは、佐賀大学文化教育学部教授の上野景三さん。最初に上野さ

んから、未来の鹿島市について、男女共同参画や女性の政策参画の観点から考えてみるためのヒントとなる

お話をしていただきました。人口減少が予想される未来のまちについて、性別にかかわらずお互いに尊重し

ながら意見を聞き、大切なことは一緒に決めていくという姿勢が必要だと話されました。

 　次に、上野さんをファシリテーターに、ゲストに鹿島市長の樋口久俊さん、かしま男女共同参画プラン策定

委員会の宮津彰子さん、鹿島市民の愛野幸恵さんを迎えて「未来のまち」について語っていただきました。

　樋口さんからは、男女共同参画についての考えや鹿島市の取組みをお話しいただきました。宮津さん、愛

野さんからも鹿島市に対する思いや、男女共同参画に関する考えをお話しいただきました。 ゲストのみなさん

には子育て支援や、働きやすい環境づくり、女性の管理職登用、家庭での男女共同参画など多岐にわたって

思いを語っていただきました。



戻る
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 

〈　受講者の声　〉

　・人口の増加を考えたときに、政策のことを考えがちですが、人を受け入れる気持ちを持つことが大事だと

思いました。相手を認め合い、約束事を決めて境界線を設ける。人間関係を円滑に進めることが、開放的な

町につながると思いました。

　・ 「地域を変える」から「地域を育む」という視点がとても貴重な言葉として心に残りました。

　・「政策参画」というとむずかしく感じられるけど、自分のできることからやればいいんだと思った。
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